
（別紙4）

～ 令和8年　２　月 ２0  日

（対象者数） 126 （回答者数） 95

～ 令和8年　２　月２0　日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
ひとりひとりの困り感への取組を分かりやすく具体的に保護

者へ伝えるため工夫していきます

2
それぞれの専門職のスキルの向上と専門職間の連携した内容

などをご家族にも伝えていく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
難しい環境の中でも配慮しながら特に個人情報や療育内容に

ついては配慮しながらご家族と話をしていく

2
専門職を１人増やし、希望の時間に予約が入るようにしてい

く。

3

療育中、他児の声や物音が聞こえることがある。
社会福祉協議会の建物を借用して使用しているため勝手に建物

を作り替える事が難しい

希望時間に予約が取れない。
登録人数が多いので、希望通りの時間に予約を入れるのが難し

い。

言語聴覚士、作業療法士、臨床心理士の専門職が療育にあたり

チームアプローチが出来る

専門職が専門分野の標準的アセスメントを行いアプローチを

行っている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

個別療育の為一人ひとりの困りの背景にある要因へのアプロー

チ環境の工夫が出来る。

能動的な動きを引き出していくために活動（教材や遊具も含

む）の選定を一人ひとり行い実施。

○事業所名 ゆくはし療育支援センター おひさま教室

○保護者評価実施期間
令和8年　１　月２０　日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和8年　１　月２０　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　３　月　24　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


